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☞動画で見てみよう！
踊りや行事の様子を動画でご覧になれます。
http://youkoso-ibusuki.com/marugoto/
movielist/
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郷土芸能
きょう げい のうど

　下門猿の子踊りは、昔は男
子だけで踊られていた。しか
し、地域の少子化が進み、男子
だけでは踊り手が足りなくなっ

てしまったことから、現在は、女子も踊ってい
る。貴重な市指定無形民俗文化財を将来に
残すため、地域や学校、家庭が一致団結して
保存継承活動に取り組んでいる。

★
指
宿
ま

るごと博物
館
★

ミニ
情報

今和泉島津家ゆかりの郷土芸能。
見る者に笑顔と感動を与える。

　江戸時代に、今和泉の領
主、島津忠郷が日向で出会っ
た猿使いの芸に感激し、その
猿使いを連れてきて、春秋２
回、領民の労を慰めるために

踊らせたものが、起源と言われている。
　猿は、田や山の神の使いと考えられてい
たことから、豊作を祝う意味も含まれている
という説もある。
　開聞上野地区にも、「猿の子踊り」が伝え
られている。

下
しも の か ど

門猿
さ る

の子
こ

踊
お ど

り
下門猿の子踊り保存会

　下門猿の子踊りは、猿たちの可愛い表
情や動きが最大の魅力です。親猿役、中猿
役、子猿役が一生懸命に猿使いの命令に
従い動こうとしますが、なかなか上手くい
かない様子が微笑ましいです。最初から
最後まで、猿の動きから目が離せません。

由来・
エピソード
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【猿使い】 【猿】

　「下門猿の子踊り保存会」は、池田小学校に通う児童と下門地区に住む保存会員を中
心に構成されている。保存会員は、笛、太鼓、鉦を演奏し、子どもたちが猿使い役と猿役
を担う。
　以前は、下門地区の子ども達だけで踊り手が構成されていたが、子ども達が少なくな
り、現在は、下門地区以外の子ども達も猿役として参加している。　

【猿使い】
1 烏

え

帽
ぼ

子
し

2 鉢巻
3 羽

は

織
おり

4 袴
はかま

5 扇子
6 御

ご

幣
へい

　　
【猿】
7 帽子
8 衣装
9 御

ご

幣
へい

【楽器】
10  鉦

かね

11  笛
12  太鼓・バチ

1
2 3

4

5
6

7

89

歴史ある郷土芸能ができるまで

踊り手は？ステップ

1

練習風景を
見てみよう

ステップ

3

必要な道具や衣装は？ステップ

2

下
門
猿
の
子
踊
り

保
存
会

池田小学校の児童達が夕方から体育館に集まり、下門地区の保存会員から指導を受け
て猿の子踊りの伝統を受けついでいる。

121110
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◎練　習：池田小学校体育館
◎本　番：池田小学校運動会／池田小学校
　　　　　イッシー祭り／池田小学校（11月）

薩摩今和泉駅薩摩今和泉駅

池田湖
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岩本岩本

池田小学校前池田小学校前

池田湖パラダイス池田湖パラダイス
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鹿
児
島
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鹿
児
島

至
開
聞
↓

至
開
聞
↓

★池田小学校池田小学校
下門下門

どこに行けば見られるの？

さあ、いよいよ本番！

一緒に楽しみましょう！

ステップ

5

ステップ

4

猿使いの登場。親猿が猿使いの元に行く。
『さてさて　よもざるどもは　里下りをして　このだごの木をみかけて来たな
おお　それなら　帰りて　まごひこ子供を　皆　連れてこい』

※赤文字は猿使いの口上

『さてさて　よもざるどもは　だごがほしいなら　「いなほい」のはれをいたせ』
『さてさて　よもざるどもは　だごがほしいなら　とどいてみよ
とどいても　とどかんなら　ゆーさゆーさと　ゆすってみよ
ゆすっても　あえんなら　こちらが１つ　とってふれまおう
やあ　あすこもか　やあ　こうこもか　やあ　まあだもか
それどもふるわんなら　ぱらぱらとまいてふれまおう』

『だごもたんぶらいと　ふるもうたが　もとのみやまに　からからと帰れ』
猿たちは横転をしながら帰ります。子猿はだこのまわりをうろうろする。
だごを分け与えながら食べて、親猿に肩ぐるましてもらいながら帰る。

『「こうがらし」の行もよいが　「さかがえり」の行をいたせ』

『「さかがえり」の行もよいが　「くるくる廻り」の行をいたせ』

『「せんつるぎ」の行もよいが　「とびごえ」の行をいたせ』 かがんだ猿の背中を上手に飛びこえる。

まかれただごをひろいにいく猿たち。

『「くるくる廻り」の行もよいが　「はげがえり」の行をいたせ』

親猿が子猿たちを引き連れてやってく
る。

『「いなほい」のはれもよいが　
「こうがらし」の行をいたせ』

『「はげがえり」の行もよいが「せんつるぎ」の行をいたせ』
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郷土芸能
きょう げい のうど

太鼓奏者・唄手
久保シヅエさん

元保存会長
冨山春吉さん

石嶺地区を物語るために欠かせない踊り。
地域が一致団結強い絆で受け継いできた。

　保存会によると、池
いけ

田
だ

信
しなののかみ

濃守が居城した「清
きよ

見
み

城
じょう

」
を当時の頴娃・山川・指宿を治めていた肝付兼政が
攻め入り、城内での激しい戦いとなったが、池田軍
勢が善戦し、肝付軍勢を退けたと言われている。こ
の戦勝を喜ぶ宴で、池田軍勢の武士「庄五郎」が殿

様の前で面白く踊った踊りが「庄五郎踊り」の始まりとされ、現在で
も石嶺地区で守り受け継がれている。

庄
しょう

五
ご

郎
ろ う

踊
お ど

り
庄五郎踊り保存会

　「庄五郎踊り」は、踊りの振りが変化
に富んでいて、「見よう見まねが出来な
い」踊りといわれ、一連の振り付けを覚
え、披露出来るまでに２～３年かかるそ
うです。こうして練習を繰り返していく
中で、踊り手同士の交流が盛んになり、
一致団結して地域を盛り上げる役割が、
この踊りにはあるようです。

由来・
エピソード

　現在、「庄五郎踊り」の太鼓と唄を兼ねて担当し
ている久保シヅエさんは、取材当時８５歳。この踊
りは、昔は女性も踊っていた時期があり、久保さん
も、その頃の踊り手の1人。唄の担当になってから
は、女性2人で唄っていたが、１５年前から、久保さ
んが1人で太鼓と唄を担っている。

★
指
宿
ま

るごと博物
館
★

ミニ
情報
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　「庄五郎踊り保存会」は、石嶺地区の成年の住民が中心となり活動している。
　昭和51年11月の池田小学校創立100周年記念の式典では、運動場で庄五郎踊りが
披露され、70人の石嶺地区の人々によって踊られた。

【衣装】
1 鉢巻
今は白色のみを使う
2 久

く

留
る

米
め

絣
かすり

　
3 帯
手甲、脚絆と同じ青色
4 手

て

甲
こう

5 たすき
赤・白・青・色柄物のうち
２本を使う
6 前掛け
昔から伝わる色鮮やか
な柄

7 脚
きゃ

絆
はん

8 白
しろ

足
た

袋
び

　　
9 山

やま

草
ぞう

履
り

【楽器】
10  太鼓
11  鉦

かね

踊り手に踊る場所の立
ち位置を知らせたり、入
場や退場の時に叩く

1

2

3

4

5

6

6

789

歴史ある郷土芸能ができるまで

踊り手は？ステップ

1

練習風景を
見てみよう

ステップ

3

必要な道具や衣装は？ステップ

2

庄
五
郎
踊
り
保
存
会

公民館に集まり、本番と同様、真剣に踊られる

たすきの結び目

11

10
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◎練　習：	場所／石嶺自治公民館
◎本　番：	●石嶺地区　花見（4月）
	 ●池田校区　六月灯（8月10日）
	 ●石嶺敬老会（9月）
	 ●池田小学校・校区運動会（10月）　
	 ●指宿酒造　新酒祭り
	 　（りえもん祭）（10月下旬）
※全ての行事に毎年出演するとは限らない。

池田湖
池田湖パラダイス池田湖パラダイス

28

28

17

★石嶺公民館石嶺公民館

池田小学校前池田小学校前

池田小池田小

歌
詞

一
、	

今
度
こ
の
町
に
ゃ
八
十
余
の
親
父
殿
。
お
ー
き
ー
に
は
、
こ
め
ろ
を
あ
ら
ま
し
、

	

隠
居
の
婆
様
そ
れ
を
聞
く
。（
ア
ー
ソ
ー
ラ
イ
）

二
、	

四
十
五
起
き
ろ
よ
と
い
う
た
れ
ば
、
お
ー
き
ー
に
は
、
隣
の
挨
拶
、
婆
様
を
眺
む
る
庄
五
郎
殿
。

	

婆
様
を
眺
む
る
庄
五
郎
殿
。
お
ー
き
ー
に
は
、
隣
の
挨
拶
、
婆
様
を
眺
む
る
庄
五
郎
殿
。

	

（
ア
ー
ソ
ー
ラ
イ
）

三
、	

よ
ん
べ
来
た
い
の
は
猫
じ
ゃ
猫
じ
ゃ
と
、
お
さ
ん
す
が
、
あ
あ
猫
が
傘
差
い
、
木

ふ
ん
で
、
	

み
わ
ば
く
せ
か
せ
ー
て
来
る
も
の
か
。（
ア
ー
ソ
ー
ラ
イ
）

四
、	

小
鳥
品
じ
な
、
こ
が
ら
山
雀
、
四
十
雀
。
お
ー
き
ー
に
は
、
鷽
鳥
、
駒
鳥
、
雲
雀
に
鶯
、
時
鳥
、

	

雲
雀
に
鶯
、
時
鳥
。
お
ー
き
ー
に
は
、
鷽
鳥
、
駒
鳥
、
雲
雀
に
鶯
、
時
鳥
。（
ア
ー
ソ
ー
ラ
イ
）

五
、	

桜
、
品
じ
な
、
彼
岸
桜
や
人
桜
。
お
ー
き
ー
に
は
、
お
で
ん
し
も
が
ま
惚
ぼ
れ
す
。

	

と
ら
の
を
ち
り
か
や
す
。
惚
ぼ
れ
す
。
と
ら
の
を
ち
り
か
や
す
。
お
ー
き
ー
に
は
、

	

お
で
ん
し
も
が
ま
惚
ぼ
れ
す
。
と
ら
の
を
ち
り
か
や
す
。（
ア
ー
ソ
ー
ラ
イ
）

六
、
島
の
権
現
に
ゃ
、
娘
の
髪
を
な
、
ア
ラ
三
度
、
そ
う
じ
ゃ
ろ
か
い
。

	

空
で
は
通
わ
ん
で
ろ
、
お
市
後
家
じ
ょ
、
あ
あ
そ
う
か
い
、
そ
う
じ
ゃ
ろ
か
い
。

	

（
ソ
ー
ジ
ャ
ロ
、
ソ
ー
ジ
ャ
ロ
）

七
、	

竹
に
ゃ
雀
が
な
、
品
よ
く
止
る
な
あ
、
止
め
て
、
そ
う
じ
ゃ
ろ
か
い
。

	

止
ら
ぬ
色
の
道
を
、
お
市
後
家
じ
ょ
、
ア
ラ
そ
う
か
い
、
そ
う
じ
ゃ
ろ
か
い
、

	

（
ア
ー
ソ
ー
ジ
ャ
ロ
、
ソ
ー
ジ
ャ
ロ
）

八
、	

東
ゃ
松
山
な
あ
、
袈
裟
じ
ょ
う
ら
い
、
ど
ー
こ
る
な
あ
、
お
ー
わ
た
、
そ
う
じ
ゃ
ろ
か
い
、

	

空
で
は
通
わ
ん
で
ろ
、
お
市
後
家
じ
ょ
。
あ
そ
う
か
い
、
そ
う
じ
ゃ
ろ
か
い
。

	

（
ア
ー
ソ
ー
ジ
ャ
ロ
、
ソ
ー
ジ
ャ
ロ
）

九
、	

山
川
よ
い
と
は
誰
が
言
た
か
。
前
は
海
、
ド
ス
コ
イ
、
後
は
高
い
松
山
、
コ
チ
ャ
後
は
高
い
松
山
。

どこに行けば
見られるの？

ステップ

5

かがんだ状態から踊りがはじまり、正面を向いて右手・右足、左手・左足を同時に上げ下げしながら
踊られる。また、頭上に手を掲げたりする。その時の視線は指先を必ず見つめなければならないそ
うだ。

左右に手押しをするような所作や、ものを持つような仕草で回転するなど、変化に富んだ踊りが続く。

歌詞の６番からは、それまでにない所作の
踊りになる。両手を前に出したり、両手を
上にあげたりして踊られる。

　 さあ、いよいよ本番！

　　一緒に楽しみましょう！
ステップ

4

庄五郎踊りは、歌詞の１番から５番まで
と、６番から９番までの二種類の踊りで
踊られる。

14 15

郷
土
芸
能

庄
五
郎
踊
り

晨

． ． 



郷土芸能
きょう げい のうど

　「開聞しだら節」の唄は、当時
唄っていた方によると、「この唄
は、いつでもどこでも唄うもの
ではなく、高貴な方の前だけで

歌ってきた」という経緯があり、誰にでも唄っ
たり教えたりすることがなかったようだ。こ
のことから、この郷土芸能は、尊いものとし
て大切に継承されてきたことが分かる。

★
指
宿
ま

るごと博物
館
★

ミニ
情報

開聞に伝わる神話を今に伝える舞。
美しさと悲しさを唄と舞で表す郷土芸能。

　開聞しだら節は、開聞に伝わ
る伝説の一つが基になっている
と言われている。伝説によると、
開聞岳の麓「天の岩屋」で雌鹿の
口から生まれた「瑞

ずい
照
しょう

姫
ひめ

」は、才
色兼備であったといわれ、１３歳の時に名前を「大

おお
宮
みや

姫
ひめ

」に改めた。後に、天智天皇の后として宮中に召
されたが、その美貌と出世は、多くの女官達の妬み
の的になっていった。実は、大宮姫には秘密があり、
足の爪が二つに割れていた。まるで“牛の爪”のよう
であったそうだ。大宮姫は、いつも足

た
袋
び

をはき、見せないようにしていた。宮中の女官達は、大宮姫の爪の
噂を確かめるため、大宮姫と雪合戦をして遊んだ。ふとしたはずみで、大宮姫の足袋が脱げ、大宮姫の素足
が女官たちに見られ、辱めを受けることとなった。それがきっかけで大宮姫は宮中を離れて故郷の開聞に
帰る決心をした。十数人のお供とともに船で開聞に帰ることとなった道中、大宮姫は、天智天皇との別れを
悲しんでいたため、それを慰めるため、お供が考案した唄と舞が「しだら節」と伝えられている。現在、受け
継がれている「開聞しだら節」は、大宮姫が宮中から開聞に帰る道中をあらわしたものと言われている。

開
かい

聞
も ん

しだら節
ぶし

開聞しだら節保存会

　大宮姫伝説の内容に沿って、踊りが
展開していきます。大宮姫とお供する
進
すず

女
め

達の開聞への道中を表現するた
め、舞台では船が現れます。大宮姫の
悲しい心境や進女達の姫を気遣う様子
が舞で表現されています。
　また、開聞しだら節をご覧になられる
前に、「大宮姫伝説」を読まれることを
お勧めします！

由来・
エピソード

大宮姫が船で着いたとされる港「皇后来」16 17

郷
土
芸
能

開
聞
し
だ
ら
節

． 

皐
し
だ
ら
節
保
存
会

*~見どころ *f.

゜
． 



　「開聞しだら節保存会」は、開聞地域に住む女性が中心となり、開聞郷土芸能祭で披
露するほか、要請があれば、市内のイベント等に出演している。

【衣装】
◎大

おお

宮
みや

姫
ひめ

1 笠　
2 飾り付かつら
3 帯　　
4 着物　
5 白

しろ

足
た

袋
び

　

◎優
ゆう

波
なみ

船
せん

頭
とう

1 バッチョ笠
2 タオル
3 羽

は

織
おり

4 たっちけ袴
はかま

5 帯
6 手

て

甲
こう

7 黒足袋

◎進
すず

女
め

1 頭
ず

巾
きん

2 着物
3 帯
4 手

て

甲
こう

5 脚
きゃ

絆
はん

6 白
しろ

足
た

袋
び

【道具】
❶ 懐

ふところ

刀
がたな

❷ 傘
❸ 櫓

ろ

櫂
かい

❹ 鍬
くわ

❺ 壺
❻ 船（皇

こ

后
ご

来
ら

丸
まる

）

1

2

34 5
6

1

1

1

3

2

2

2

4

3

3

4

4

5
6

5

5

7

6

歴史ある郷土芸能ができるまで

踊り手は？ステップ

1

練習風景を
見てみよう

ステップ

3

必要な道具や衣装は？ステップ

2

開
聞
し
だ
ら
節
保
存
会

　開聞郷土芸能祭への出演に向けて、練習が
行われる。練習であっても、着物を着て真剣に
練習する様子が印象的である。

先輩の所作や発声の仕方を真剣なまなざしで見て、踊りながら覚えていく。18 19

郷
土
芸
能

開
聞
し
だ
ら
節

． 



◎練　習：	場所／開聞総合体育館　サブアリーナ
	 ９月初旬に行われる開聞郷土芸能祭に向

け、８月下旬から練習が始まる
	 また、各種イベントへの出演に併せて、随

時練習が行われる
◎本　番：	開聞郷土芸能祭（９月第１日曜日）
	 場所／開聞総合体育館　サブアリーナ

開聞中学校開聞中学校

かいもん山麓
ふれあい公園
かいもん山麓
ふれあい公園

至指宿→至指宿→←至知覧←至知覧

開聞駅開聞駅

★

226
開聞十町開聞十町

開聞庁舎前開聞庁舎前

28

指宿市役所
開聞庁舎
指宿市役所
開聞庁舎

開聞総合体育館開聞総合体育館

①大宮姫の登場

⑤優波船頭の帰路

②ヨシを植える

③優波船頭と進女の舞

④大宮姫の舞

設
楽
曲
（
志し

多だ

羅ら

節ぶ
し

）

一	

京
か
ら
進
女
が
三
つ
連
れ
で　

ま
た
三
つ
連
れ
で
六
つ
連
れ
で　

	

先
な
る
進
女
が
物
い
わ
ず　

後
な
る
進
女
も
物
い
わ
ず

	

中
な
る
進
女
が
言
う
こ
と
に
や　

お
ら
が
局
は
細
け
れ
ど

	

こ
が
ね
遺
戸
に
玉
す
だ
れ　

戌
亥
の
す
み
に
カ
メ
す
え
て

	

カ
メ
の
ま
わ
り
に
ヨ
シ
植
え
て　

よ
し
や
し
や
と
な
去
年
よ
り
、

	

こ
と
し
は
尚
よ
か
ろ
よ
な

二	

京
の
九
貫
の
小
脇
差　

八
貫
め
の
ぎ
を
巻
き
こ
め
て

	

通
ら
れ
た
よ
な　

何
所
の
関
を
通
ら
れ
た
よ
な

三	
七
つ
の
子
が
八
つ
の
子
の
方
に
文
を
や
り

	
書
い
た
よ
ぎ
ょ
う
な　

書
い
た
る
文
の
上　

上
書
よ
な

四	

ま
ん
ま
る
お
じ
ゃ
れ　

ま
ん
ま
る
お
じ
ゃ
れ

	

十
五
の
月
の
輪
の
よ
う
に　

十
五
夜
の
月
の

	

さ
し
た
る
影
は
な
し　

一
つ
の
宮
が
さ
二
つ
の
宮
が
さ

	

丹
波
の
イ
チ
の
越
後
笠

五	

笠
を
忘
れ
た
ヨ
イ
ヤ
ナ　

駿
河
や
茶
屋
で

	

空
が
曇
れ
ば
思
い
だ
す　

思
い
で
た
よ
な
こ
の
床
と
り
て

	

二
人
ね
た
も
の
二
の
床
に

六	

あ
の
鴨
川
に
さ
ら
す
布
が
ナ
ァ　

三
つ
ば
か
り

	

一
は
殿
の
カ
ミ
シ
モ　

そ
の
カ
ミ
シ
モ
を

	

美
人
の
ク
ヤ
に
や
い
そ
め
て　

肩
に
や
ゲ
ン
ジ

	

裾
に
は
小
浜
の
エ　

裾
に
は
柳
の
薄
み
ど
り
よ
な

どこに行けば見られるの？ステップ

5

　 さあ、いよいよ本番！

　　一緒に楽しみましょう！
ステップ

4
優
ゆう

波
なみ

船
せん

頭
とう

が大きな櫓
ろ

櫂
かい

で操る「皇后来丸」に大宮姫が乗ってい
る。開聞岳の西側の浜「皇后来」から生まれ故郷の地、開聞に
上陸する様子から始まる。

元気を取り戻した大宮姫を見て、安心した優波船頭が帰ってい
く。それを大きく腕を振って見送る大宮姫たち。

優波船頭は鍬を持って畑地を耕し、進女たちはヨシの種を撒い
ていく。

優波船頭と進女は傘や懐刀を使って踊り、悲しんでいる
大宮姫をなぐさめる。

優波船頭たちの舞を見て、元気を取り戻した大宮姫がみんな
と一緒に優雅に舞う。

20 21

郷
土
芸
能

開
聞
し
だ
ら
節

璽鵬

＇ 
． 
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郷土芸能
きょう げい のうど

　保存会によると、かつて
「川尻剣舞」には「四十七
士」という演目があったそ
うだ。こちらの舞も大変勇

壮な舞であったそうだが、勇壮であるが
故に体力も相当必要であったそうだ。保
存会員の高齢化や後継者不足も重なり、
現在は「福島中佐」だけが舞われているそ
うだ。

★
指
宿
ま

るごと博物
館
★

ミニ
情報

漁村を守る女性たちの勇ましさを表した踊り。
女性の強さと勇ましさが輝く。

　保存会によると、剣舞は大正末期ごろから伝承されていたとされる説があるほど、
長い歴史があるそうだ。昭和４６年に川尻地区の納骨堂が竣

しゅん
工
こう

された記念に披露され
たころから、川尻地区の女性による「川尻民踊保存会」が剣舞や大

たい
漁
りょう

節
ぶし

を踊るように
なったと言われている。開聞町郷土誌によると、川尻は藩政時代から漁村として発展
し、地区内の男性はほとんどが出漁していた。そのため、地区の行事や家事は女性の
手に委ねられていた。男性たちの留守を守る女性は、男性に負けないように剣舞を踊
り、地域を盛り上げていたようである。

川
かわ

尻
し り

剣
け ん

舞
ぶ

川尻民踊保存会

　「川尻剣舞」は、詩
し

吟
ぎん

の「福島中佐」
が歌詞となっています。袴

はかま

姿
すがた

で腰に短
刀を差し、勇ましい姿で舞います。唄
と太鼓に合わせて、勇壮に力強く舞う
女性たちの姿は、川尻地区の歴史の
一幕を表しているようです。

由来・
エピソード

22 23

郷
土
芸
能

川
尻
剣
舞

*~見どころ p*
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　「川尻民踊保存会」は、川尻在住の女性が中心で、１３名で活動している。
　開聞郷土芸能祭と川尻地区の敬老祝賀会などで披露している。主に川尻地区で行わ
れる行事で披露することが多く、地域住民から親しまれている。

【衣装】
1 白

しろ

鉢
はち

巻
まき

2 紋
もん

付
つき

3 袴
はかま

4 帯
5 たすき
6 白

しろ

足
た

袋
び

【道具】
7 短

たん

刀
とう

【楽器】
8 締

しめ

太
だい

鼓
こ

9 三
しゃ

味
み

線
せん

1 2

3

4

5

6

7

8

9

歴史ある郷土芸能ができるまで

踊り手は？ステップ

1

練習風景を
見てみよう

ステップ

3

必要な道具や衣装は？ステップ

2

川
尻
民
踊
保
存
会

　練習は、川尻ふれあい
交流館で行われる。本番
披露に向けて、唄と楽器
の演奏が響く中、息を合
わせて練習に励む。

先輩の手ほどきを受けながら、練習が行われる。24 25

郷
土
芸
能

川
尻
剣
舞
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◎練　習：	場所／川尻ふれあい交流館（川尻校区公民館）
	 時期／毎月第１・第３木曜（変更あり）
◎本　番：	川尻区御伊勢祭／川尻地域内（６月上旬）
	 開聞郷土芸能祭／開聞総合体育館　サブアリーナ（９月第１日曜）
	 川尻地区敬老祝賀会／川尻ふれあい交流館（９月中旬）
	 開聞地域文化祭／開聞総合体育館　サブアリーナ（１1月上旬）

開聞山麓香料園開聞山麓香料園

川尻小川尻小

開聞町川尻開聞町川尻

243

242

★
川尻ふれあい交流館
（川尻校区公民館）
川尻ふれあい交流館
（川尻校区公民館）

↖
至
開
聞
十
町

↖
至
開
聞
十
町

唄い手
丸山正代さん

福
島
中
佐
（
日
露
戦
争
）

忠
勇
美
談
の
振
舞
は　

福
島
中
佐
の
遠
征
に　

い
な
な
く
駒
に
む
ち
を
あ
て

進
み
行
く
道
は
白
露
の　

鳥
も
越
せ
ん
峯
続
き　

ア
ル
タ
イ
お
ろ
し
の
大
吹
雪

寒
風　

肌
え
を
つ
ん
さ
く
も　

降
り
こ
そ
し
げ
き　

雨
あ
ら
れ

炎
熱　

骨
を
と
ろ
か
す
も　

行
け
ど
果
て
な
き　

砂
漠
の
地

蒙
古
の
月
が　

冴
ゆ
る
夜
に　

木
の
根
を
枕　

岩
影
を

仮
の
馬
屋
と
頼
み
つ
つ　

人
も
恐
れ
る
シ
ベ
リ
ヤ
の　

猛
獣
群
の　

な
く
中
を

腰
に
差
し
た
る
日
本
刀　

抜
い
て
ロ
ッ
コ
を
払
い
つ
つ　

三
千
五
百
十
四
里
も

ふ
み
わ
け
越
え
し
旅
ご
ろ
の　

矢
立
て
心
の
一
念
は　

な
る
と
な
ら
ぬ
の
二
道
ぞ

其
一
道
は
死
す
る
の
み　

の
り
行
く
駒
は
倒
る
と
も　

も
し
や
命
の
絶
え
る
ま
で

後
え
は　

引
か
ん
大ま

す
ら
お

丈
夫
が　

千
苦
万
苦
の
功
を
つ
ん
で

め
で
た
く
帰
朝
の
と
き
得
た
り　

天
皇
陛
下
に
拝
謁
し　

老
若
男
女
が
寄
り
集
う

歓
喜
唱
歌
の
声
高
く　

異
名
を
天
下
に
と
ど
ろ
か
せ

武
運
の　

鏡
と
後
の
世
に　

君
が
誉
は
国
の
た
め　
　

失
敬

どこに行けば見られるの？ステップ

5

歌唄に合わせて、真っすぐに伸ばした人差し指や、すきまなく閉じられた指先が美しい。

『腰に差したる日本刀　抜いてロッコを払いつつ〜』の歌唄に合わせて刃が抜かれ、見事な刀さば
きの所作が見どころ。

舞の中で、刀は3回抜かれる。
最後は「失敬」のかけ声に合わせ、片ひざをつき、刀を右側頭上に突き上げる。

　 さあ、いよいよ本番！

　　一緒に楽しみましょう！
ステップ

4
目線や掛け声を合わせるところが、難しいよう
だ。踊りの最中は、指を閉じるよう保存会では
指導されてきたそうだ。

26 27
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郷土芸能
きょう げい のうど

　棒踊りは、鹿児島が生んだ独特の芸能で、その起源は諸説ある。浜
児ヶ水棒踊りは、田植祭に始まったといわれ、棒を叩

たた

き合うことで悪霊を
退散させ、地面を棒で突き、土地の精霊を呼び覚ます踊りとして伝えられ
ているという。

★
指
宿
ま

るごと博物
館
★

ミニ
情報

五穀豊穣と無病息災を祈る棒踊り。
浜児ヶ水区の誇りとして、大切に受け継がれる。

　山川町誌によると、浜児ヶ水区の棒
踊りの始まりは、現在の県立山川高校
の前身である山川町立山川青年学校
創立４周年記念体育祭（昭和１７年９月
ごろ）に各地区の青年団が出場するこ

とになり、その当時、浜児ヶ水区には棒踊りがなく、
福元区の青年団から棒踊りを習ったことがきっかけ
で、今日まで継承されている。
　現在では、子ども会活動の一環で、徳

とっ
光
こう

小学校３
年生から６年生が保存・継承活動に取組んでいる。

浜
はま

児
ち ょ

ヶ
が

水
み ず

棒
ぼ う

踊
お ど

り
浜児ヶ水棒踊り保存会

　三尺棒と六尺棒を素早い動作で
打ち合う踊りで、タイミングがずれ
ると、大怪我につながる恐れがあり
ます。息を合わせて踊る子どもたち
の真剣な表情が印象的です。
　また、列の中央に立つ２人が前後
に素早く入れ替わる姿も必見です！

由来・
エピソード

28 29

郷
土
芸
能

浜
児
ヶ
水
棒
踊
り
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　「浜児ヶ水棒踊り保存会」は、浜児ヶ水区の子ども会活動の一環として、浜児ヶ水区に
住む小学３年生から６年生が中心。場合により、大人も一緒に踊る。昔は、青年団らの大
人が踊り継承されていたが、やがてそれが難しくなり、一時期途絶えた。その後、子ども
会活動による保存継承活動が始まり、
現在に至っている。

【衣装】
1 鉢

はち

巻
まき

浜児ヶ水こども会と書かれ
ている
2 浴

ゆ か た

衣
3 帯　　
4 たすき
赤と青色の２色
5 手

て

甲
こう

6 脚
きゃ

絆
はん

7 ワラジ

【道具】
8 三尺棒
両端の踊り手が持つ
9 六尺棒
中央の踊り手が持つ

【楽器】
CDによる演奏のため、
使用しない

1

2

3

4

5

6

7

8

9

歴史ある郷土芸能ができるまで

踊り手は？ステップ

1

練習風景を
見てみよう

ステップ

3

必要な道具や衣装は？ステップ

2

浜
児
ヶ
水
棒
踊
り

保
存
会

指導者から手ほどきを真剣に受けながら体で覚えていく。大人の保存会員から指導を受け、練習に取り組む。30 31
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◎練　習：	場所／浜児ヶ水集落センター又は
	 　　　徳光小学校
　	 時期／５月上旬、９月下旬〜１０月上旬
◎本　番：	浜児ヶ水区運動会
	 ／浜児ヶ水運動広場（５月）
	 徳光小学校運動会
	 ／徳光小学校校庭（10月）

242

226

長崎鼻入口長崎鼻入口

西大山駅西大山駅

←至開聞←至開聞

至山川・指宿→至山川・指宿→

大山駅大山駅

浜児ケ水海岸

徳光小徳光小

浜児ケ水
集落センター
浜児ケ水
集落センター

★

六尺棒を持つ踊り手
三尺棒を持つ踊り手 31

2

5

64

浜
児
ヶ
水
棒
踊
り
の
唄

入
場
：
オ
セ
ロ
が
山
で　

前
は
大
川
（
だ
い
か
わ
）

一
、
鎌
ん
柄
が
折
れ
た　

三
ば
お
く
れ
た

二
、
焼
野
の
キ
ジ
は　

岡
の
背
に
住
む

三
、
霧
島
山
は　

黄
金
（
こ
が
ね
）
花
咲
く

退
場
：
嫁
女
が
通
る　

寄
て
慰
む

どこに行けば見られるの？ステップ

5

1．六尺棒を持つ踊り手は、床に棒を突き立て、三尺棒を持つ踊り手は右腰に棒を差すように持つ。

　 さあ、いよいよ本番！

　　一緒に楽しみましょう！
ステップ

4

2．六尺棒を持つ③と④は、それぞれ左右の踊り手の棒を上で受け止めた後、三尺棒を持つ踊り手
が床を棒で突いている間に前後を入れ替わる。

3．入れ替わった③と④は左右の踊り手の棒を上で受ける。その後、前後でそれぞれ打ち合い、再び
③と④は左右の踊り手の棒を上で受け止め、前後を入れ替わる。

32 33
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郷土芸能
きょう げい のうど

　保存会によると、昭和
４２年ごろからしばらくの
間、女性が踊り手を担っ
ていた時期があり、昭和

４５年１０月に行われた「指宿小学校創立
１００周年記念式典」で田之畑棒踊りを披

ひ

露
ろう

したそうだ。その当時、式典で披露し
た女性は、「元気いっぱいにみんなの前
で踊ったことが、今でも思い出になって
いる」と話す。郷土芸能が、地域で親しま
れ、大切にされていることが伺える。

★
指
宿
ま

るごと博物
館
★

ミニ
情報

めでたい踊りとして地域で親しまれた郷土芸能。
地域の人々によって、代々受け継がれていく。

　保存会によると、「田之畑棒踊り」の由来は、島津義弘公が文
ぶん

禄
ろく

・慶
けい

長
ちょう

の役で大活躍
したことを祝い踊られたものが、今に伝わっているそうだ。最近では、新築祝いや結
婚式などのお祝い事で披露する踊りとして、保存・継承されている。
　頭につけた兜

かぶと
をあしらった鉢巻と、色鮮やかな衣装が特徴的である。

田
た

之
の

畑
は た

棒
ぼ う

踊
お ど

り
田之畑棒踊り保存会

　体全体を使って踊られ、威
い

勢
せい

のよい掛け声と
ともに、跳

は

ねる動作も見られます。一糸乱れぬ踊
りは、軽快さや力強さ、勇ましさが印象的です。

由来・
エピソード

昭和45年、指宿小学校創立100周年記念式典時の記念写真34 35

郷
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芸
能

田
之
畑
棒
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　「田之畑棒踊り」は、指宿市東
ひがし

方
かた

の田之畑地区の男性で構成される。踊り手のほかに、
太
たい

鼓
こ

役
やく

と鉦
かね

役
やく

がいる。会員の年齢層は幅広く、和気あいあいとした雰囲気で郷土芸能
の保存継承活動に取組んでいる。
　また、指宿小学校の６年生が運動会で披露するために、保存会の会員が指導し、校区
内の次世代への継承活動も行っている。

【衣装】
1 鉢巻
兜をあしらっている
2 絣

かすり

の着物　
3 帯　　
4 たすき
赤色、青色、黄色の３色
5 胸当て
6 前

まえ

掛
か

け　
7 手

て

甲
こう

8 脚
きゃ

絆
はん

9 ワラジ

【道具】
10  鉦

かね

11  太
たい

鼓
こ

・バチ
12  三尺棒
13  六尺棒

1
2

3

4

5

6

7

8

9

歴史ある郷土芸能ができるまで

踊り手は？ステップ

1

練習風景を
見てみよう

ステップ

3

必要な道具や衣装は？ステップ

2

田
之
畑
棒
踊
り

保
存
会

指宿小学校の児童へ次世代への継承も行われている。

たすきの結び目

13

12

1110

　練習は、田之畑地区公民館で行われる。練習の時
期は不定期で、出演・披露が決まったら、それに併せて
練習が行われる。
　夜の練習の場合、投光機を使い公民館前の道路上
で行う。

36 37

郷
土
芸
能

田
之
畑
棒
踊
り



◎練　習：	場所／田之畑営農研修センター
	 時期／不定期
◎本　番：	特に決まっていない。

田口田田口田

二月田二月田

226

農免道路農免道路

指宿温泉病院指宿温泉病院

↑
至
鹿
児
島

↑
至
鹿
児
島

至
山
川
↓

至
山
川
↓

★
田之畑営農研修センター田之畑営農研修センター

田之畑田之畑

中福良中福良

道下東道下東

道下上道下上

2

3
六尺棒を持つ踊り手

11

三尺棒を持つ踊り手

2

5

64

3

4

６人1組の踊り 4人1組の踊り

一番の踊り

四番の踊り

二番の踊り

三番の踊り　

田
之
畑
棒
踊
り
の
唄

入
場
：
鎌
ん
柄
が
お
れ
た　

三
把
お
く
れ
た

一
番
：
霧
島
山
に　

黄
金
花
咲
く

二
番
：
山
太
郎
ガ
ネ
は　

川
の
瀬
に
す
む

三
番
：
お
せ
ろ
が
山
で　

前
は
大
川

四
番
：
清
め
の
雨
は　

パ
ラ
イ
パ
ラ
イ
と

退
場
：
鎌
ん
柄
が
お
れ
た　

三
把
お
く
れ
た

どこに行けば見られるの？ステップ

5

6人1組で踊られる。
③は①②、①⑤、⑤⑥と棒を打ち合いながら、④と前後入れ替わる。
④は⑤⑥、②⑥、①②と棒を打ち合いながら、③と前後入れ変わる。
これを２回繰り返しながら、踊られる。

再び6人1組で踊られる。
③は⑤⑥と、④は①②と打ち合い、③と④は前後を入れ替える。
次に、③は①②と、④は⑤⑥とそれぞれ打ち合いした後、③と④は前後を入れ替える。
これを２回繰り返し、前後・左右の棒と打ち合いながら踊られる。

③は①と②の、④は⑤と⑥の間に素早く入り、それぞれの棒を上で受け止める。
次に、③は①と⑤の、④は②と⑥の間に入り、それぞれの棒を受け止める。
最後に、③は⑤と⑥の、④は①と②の間に入り、棒を受け止める。この入れ替えを２回行う。
踊り手は棒を打ち合う直前に飛び跳ねる。

４人1組で踊られる。前列の①と③が後列の②と④の足元を棒で突くことが特徴。
また、前列と後列が入れ替えし、前後・左右の棒と打ち合いながら踊られる。

　 さあ、いよいよ本番！

　　一緒に楽しみましょう！
ステップ

4

38 39
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郷土芸能
きょう げい のうど

江戸時代、琉球から薩摩に渡った使者が伝えた踊り。
文化交流から生まれた異文化情緒の溢れる郷土芸能。

　中小路唐人踊りは、約180年前の出来事が基になったと言われている。
　保存会によると、江戸時代、琉球王国は徳川家などに貢物を届ける使節団を派遣
していた。あるとき、琉球の使節団が船で帰る途中、大風雨に遭い、命からがら現在
の山川港に避難した。天候が回復せず、避難生活が長期間に及んだため、食料を欠
くようになった琉球王国の使節団の使者らは、指宿や喜入前之浜方面に分散し、分
宿した。琉球王国の使者が避難先で披露した踊りが、現在まで伝承されている。

中
なか

小
こ う

路
じ

唐
と う

人
じ ん

踊
お ど

り
中小路唐人踊り保存会

　男性だけで踊られていて、振り付け
は、体全体を大きく使ったり、ゆっくりと
した動きが特徴的です。中小路唐人踊
りで唄われる歌詞は、意味が分かってい
ません。この謎めいた歌詞が、異国文化
から伝えられた雰囲気があります。

由来・
エピソード

★
指
宿
ま

るごと博物
館
★

ミニ
情報

　保存会の会員にとって、唄い手は憧れ
の役らしい。
　ただ、中小路唐人踊りの３種類の踊り
の歌詞は全てカタカナ表記。

　唄い手も意味が分からない歌詞もあるとのこと。由
来が琉球使節団から聞き覚えのためかもしれない・・・

唄い手
左：今釜富久さん
右：今栁田貢さん40 41

郷
土
芸
能

中
小
路
唐
人
踊
り
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　中小路唐人踊り保存会は、中小路地区の住民を中心に活動している。現在は男性だ
けで踊り手は構成されているが、過去には、女性が踊った時期があったようである。
　楽器は、太鼓と鉦が各２名を基本とし、踊りの中で鳴らされる。
　人数は特に決まりはなく、人数に応じて、踊る隊列の数が変わる。

【衣装】
1 鉢巻
琉球王国の尚氏の家紋が描
かれている
2 着物　
3 帯
鉢巻・手甲・脚絆と同じ紫色
に統一されている
紫は琉球王国では高貴な色
4 たすき
赤と黄色の２色
5 前掛け
金色で丸に十の字と２本線
が描かれている

6 手
て

甲
こう

　　
7 脚

きゃ

絆
はん

8 足
た

袋
び

9 ワラジ

【道具】
10  鉦

かね

11  太鼓・バチ
12  ウッバ
軍配の形をしている

1 2

3

4

5

67

8
9

歴史ある郷土芸能ができるまで

踊り手は？ステップ

1

練習風景を
見てみよう

ステップ

3

必要な道具や衣装は？ステップ

2

中
小
路
唐
人
踊
り

保
存
会

六月灯前の練習では、地元の小学６年生や中学生が練習に参加し、保存会員と一緒に練習に励む様子が見られる。

12

11

10

昭和35年10月1日に踊られた時の写真（踊り手は全員女性）

42 43
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◎練　習：	六月灯の本番に向けて中小路公民館で
実施

◎本　番：	金毘羅神社六月灯／グリーンパーク中
小路　

西田病院西田病院
JAJA

南指宿中南指宿中

240

226

十二町十二町

↑
至
鹿
児
島

↑
至
鹿
児
島

至
山
川
↓

至
山
川
↓

指宿駅指宿駅

★
★

時遊館
COCCO
はしむれ

時遊館
COCCO
はしむれ

グリーンパーク中小路グリーンパーク中小路

中小路公民館中小路公民館

軍配を持つ踊手
太鼓を持つ踊手

道具を持たない踊手

鉦を持つ踊手

出
立
の
踊
り

中
踊
り

末
踊
り

歌
詞

出
立
踊
り

ニ
ッ
ポ
ン
ノ
キ
ツ
ネ　

タ
バ
ク
レ
バ　

サ
ン
ヨ
ー
チ
ギ
ョ
ウ
ト
ラ

ル
ウ
ウ
ウ

モ
ウ
テ
ン
ヨ
ー　

ア　

モ
ウ
テ
ン
ヨ
ー　

モ
ウ
テ
ン
ヨ
ー

ア
メ
ル
ワ
ヘ
イ　

イ
ヨ　

イ
チ
レ
テ　

ナ
ナ
ヤ
ワ
キ
ャ
ク
ナ
カ

ダ
ン
タ
ア
ツ
ー
シ
モ
ツ
ン
ネ
エ
タ
（
ア
コ
ノ
）

シ
ン
キ
ン
ヤ
（
ソ
イ
ジ
ャ
ガ
）
オ
キ
ョ
ヒ
ロ
ノ
ー　

メ
シ
タ
バ
コ

ヤ
ア
ア
ケ
サ
ネ　

キ
ャ
ク
フ
ノ
フ
ン
ジ
ャ　

ア
ヤ
ハ
ハ
ン
ハ
ン

（
ア
ソ
ラ
イ
）

チ
ョ
ウ
キ
ン　

ヨ
ウ
キ
ン　

サ
ン
キ
ン
チ
ョ
ー
（
ソ
レ
）
ツ
レ
ヨ

テ　

ナ
ナ
ヤ
ワ
シ
シ
レ

オ
ワ
イ
ゴ
テ
テ
ン
ノ
ー
（
ホ
イ
）

イ
ヨ
モ
ン
ド
ー
ロ
ー
ヤ　

イ
コ
メ
イ
ヤ　

ア
フ
フ
フ
ン
フ
ン

イ
ヨ
モ
ン
ド
ー
ロ
ー
ヤ　

イ
コ
メ
イ
ヤ　

ア
フ
フ
フ
ン
フ
ン

イ
ヨ　

サ
ン
キ
レ
テ
ナ
ナ
ヤ
ワ
ハ
チ
レ
ー
ル　

ア　

ニ
ン
ジ
ン

ソ
ー
モ
ン　

テ
ン
ト
ー
ホ

（
ア
コ
ノ
）
シ
ン
シ
ン
ホ
（
ホ
ー
ハ
イ
レ
）
レ
ン
シ
ー
レ
ン
シ
ー

ホ
（
ア
コ
ノ
）

オ
ヒ
ハ
ヒ
ホ
（
ソ
イ
ジ
ャ
ガ
）
ゼ
ヒ
ハ
ヒ
ホ
オ　

ヤ
ア
ア
ア
コ
レ

ナ　

ハ
ル
フ
テ
シ
ン
キ

ア
ヤ
ハ
ハ
ン
ハ
ン
（
ア
ソ
ラ
イ
）
カ
ア
カ
ア
カ
ア
ル
モ
ソ
オ
ク
ウ

メ
（
ソ
レ
）

ジ
ュ
モ
メ
ノ
カ
ネ
ガ
ワ　

エ
コ
イ
チ
ゴ
タ
ア　

ゴ
テ
テ
ン
ノ
オ
オ　

ホ
イ

イ
ヨ
ニ
ュ
ア　

ク
ウ
ア
ニ
ュ
ア
ク　

ア　

フ
フ
フ
ン
フ
ン

イ
ヨ
ニ
ュ
ク
ク
ウ
ニ
ュ　

ク
ワ
ニ
ュ　

ア　

フ
フ
フ
ン
フ
ン

中
踊
り

一
、	

イ
チ
ヤ
ハ
ー
ン
ノ
ミ
イ
チ　

ア
ワ
ト
キ
ビ
ヲ
ウ
ー
エ
テ
（
ホ

イ
）

	

ア
ワ
ズ
カ
エ
ル
ト
キ
ノ
キ
ビ
ノ
ワ
ア
ル
サ

	

ア
ラ
ベ
エ
ノ
ヨ
イ
サ
ッ
サ
ッ

二
、
ナ
ベ
ガ
サ
ヅ
キ
ン
ノ
ハ
ナ
ヨ
ヤ
ス
ウ
ヤ

	

イ
イ
レ
コ　

ナ
ー
ア
ベ　

ナ
ベ
ガ
サ
デ
（
ホ
イ
）

	

ナ
ベ
ガ
サ
ン
ニ
ヤ
ン　

コ
ン
ツ
ノ
コ
ン
ツ
ノ　

ウ
ド
ガ
サ
デ

	

ア
ラ
ベ
エ
ノ
ヨ
イ
サ
ッ
サ
ッ

三
、
タ
ト
ヤ
ア　

オ
キ
イ
フ
ネ　

ナ
ン
ガ
シ
ヨ
オ
ノ
ウ
ノ
イ
カ
ア

リ
（
ホ
イ
）

	

エ
ー
ン
ノ
ヅ
ナ
ー
ン
ツ
ネ
ン
ナ
ア
キ
ヤ
サ
ト
リ
グ
サ

	

ア
ラ
ベ
エ
ノ
ヨ
イ
サ
ッ
サ
ッ

末
踊
り

キ
ョ
ウ
ノ
オ
オ
ツ
チ
エ
ノ
オ
（
ス
ミ
レ
ノ
テ
ル
ゥ
ワ
ッ
）

ア
レ
ア
ッ
パ
ガ
ス
サ
ヨ
ヤ
ー
ズ
キ
ン
ス
サ
ッ

ナ
カ
ン
ズ
ウ
ム
ッ
シ
ヨ
ウ　

イ
ン
イ
ン
オ
ー
ダ
サ
ッ

ワ
ア
セ
エ
ン
ズ
ウ
ム
シ
ョ
ッ　

イ
ン
イ
ン
イ
ン
オ
オ
ダ

ア
ア
レ
ナ
ン
セ
ン
ブ
ウ
ラ
ァ
ブ
ウ
ラ
ア　

ヤ
ホ
イ
ヤ
イ
ヨ
ナ
ン
セ

ンバ
ア
ヒ
ラ
ナ　

ツ
ヨ
ノ
ォ
タ
マ
テ
ェ　

カ
イ
ジ
ャ
ッ
サ
ッ

オ
ザ
マ
ン
キ
ョ
ォ
ン
ヨ
ン　

ザ
ン
ケ
ッ
ジ
ャ

ハ
レ
ワ
イ
ク
ワ
ン
ザ
ン
ゼ
ッ
ト
ォ
ジ
ャ

ハ
レ
ワ
レ
サ
カ
ジ
ャ
ホ
イ　

サ
カ
ジ
ャ　

ソ
ン
サ
カ
ス
サ
ッ

ア
ッ
エ
ン
ベ
ス
ダ
イ
コ
ク
ジ
ャ

ハ
レ
ワ
イ
フ
ゥ
ル
ダ
ァ
オ
ォ
サ
マ
ル
エ
ー

ア
サ
ァ
ン
ヤ
ァ
エ
ー　

サ
ン
ヨ
ォ
エ
ー

（
カ
ッ
コ
内
は
、
踊
り
手
の
掛
け
声
）

どこに行けば見られるの？ステップ

5

鉦と太鼓を持つ踊り手が２人ずつ、その後ろに軍配を持つ踊り手が続
いて入場する。

鉦と太鼓の持つ踊手４人で内側の円を、軍配を持つ踊手が外側の円を作って踊る。
唄に合わせながら、鉦と太鼓を叩き、片足で飛び跳ねながら軽快に踊る。

道具を持たず、人数によって２列または３列になって踊る。腕を伸ばし左右に振りながら飛ん
だり、はるか遠くを望んだりするような所作が特徴的である。

それぞれの道具を持ち、出立の踊りと同様に二重の円を作り踊られる。
基本の所作は出立の踊りに良く似ている。

六月灯では、中小路地区
の中学生たちも日頃の
練習の成果を大人たち
と一緒に披露する。
次の世代への継承も確
実に行われている。

　 さあ、いよいよ本番！

　　一緒に楽しみましょう！
ステップ

4
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郷土芸能
きょう げい のうど

薩摩と琉球の交流がきっかけで伝わった郷土芸能。
宮之前地区の悠久の歴史を今に伝える。

　保存会によると、江戸時代、琉球王国から島津家へ貢物をする際に、次の貢
物が来るまでの期間、人質を置いたとされ、その人々が島津家の指宿別邸に居
候し、歌い踊ったものが、「唐人踊り」として伝えられているとされる。
　この踊りを踊った宮之前地区の人々が、戦争のため出兵したところ、戦死者
が1人もいなかったという話があり、めでたい踊りとして伝承されている。

宮
みや

ノ
の

前
ま え

唐
と う

人
じ ん

踊
お ど

り
宮ノ前唐人踊保存会

由来・
エピソード

　宮ノ前唐人踊りの衣装で、腰に巻く帯の結び目
は、独特な形をしています。その形は、体が動いて
も崩れないよう、ピンで固定するほど入念です。
その昔、琉球から『唐人踊り』を伝えた人々が身に
つけていた衣装の影響なのでしょうか。

　毎年、元旦の朝に地元の「光明寺」の境内で
宮ノ前唐人踊りが奉納される。新年の幕開け
を飾る奉納として、地域の皆さんが見守る中
で行われる。

★
指
宿
ま

るごと博物
館
★

ミニ
情報

宮之前公民館長
下川床正吉さん
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　現存する最も古い記録は、明治25年頃のもの。
　大正10年生まれの福崎藤八氏によると、昭和11年に踊り手と歌い手がそろい、50年ぶりに披露
されたとのことである。この人々は日露戦争や太平洋戦争に出兵したが、全員が無事に帰って来るこ
とができたことから、唐人踊は縁起の良い踊りとして継承されている。現在、地区の防犯組合のメン
バーを中心とした保存会が継承している。
　宮ノ前唐人踊り保存会は、宮之前地区に住む男性で構成される。３０年以上前から、地域の小中学
生への伝承活動として、地区で8月に行われる盆踊りで披露してもらう取組みを続けている。　　 【道具】

8 トンベス
9 太鼓・バチ
10  拍

ひょう

子
し

木
ぎ

11  笛
12  傘
13  扇子　
14  ウチワ
軍配の形をしている
が、呼称はウチワ

【衣装】
1 鉢巻
琉球王国の尚氏の家
紋が描かれている
2 絣

かすり

の着物
3 帯　　
4 前掛け
鶴や鷹、松などのめ
でたい絵柄が描かれ
ている
5 手

て

甲
こう

6 脚
きゃ

絆
はん

7 白
しろ

足
た

袋
び

　

1

2

3

4

5

6

7

8

9

歴史ある郷土芸能ができるまで

踊り手は？ステップ

1

練習風景を見てみようステップ

3

必要な道具や衣装は？ステップ

2

宮
ノ
前
唐
人
踊
り

保
存
会

練習は、宮之前営農研修センターで行われる。平成27年11月8日に国民文化祭で披露する
ため、行われた練習の様子。この練習の積み重ねが、郷土芸能を未来に伝えている。

14

13

12

11

10
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◎練　習：場所　宮之前営農研修センター
	 8月16日の盆踊り披露に向けて、
	 小中学生に指導（8月）
	 元旦の奉納に向けて練習（12月）
◎本　番：光明寺境内での元旦奉納 至指宿↓至指宿↓

至鹿児島↑至鹿児島↑

宮ケ浜駅宮ケ浜駅

指宿
小学校
指宿
小学校

指宿小前指宿小前

226

236

★宮之前営農研修センター宮之前営農研修センター

★光明寺光明寺

宮之前宮之前

傘・扇子を持つ踊手
太鼓を持つ踊手
拍子木を持つ踊手
笛を持つ踊手
鉦を持つ踊手
ウチワを持つ踊手

傘・扇子を持つ踊手
太鼓を持つ踊手
拍子木を持つ踊手
笛を持つ踊手
鉦を持つ踊手
ウチワを持つ踊手

出立ちの歌

戻り歌

出
立
ち
の
歌

一
、	
旅
の
出い
で
だ立
ち　

観
音
堂　

千
手
観
音

	

伏
し
拝
み　

黄こ
が
ね金
盃
さ
か
ず
き
　

立
ち
別
れ
（
ハ
イ
ヤ　

ハ
イ
ヤ
）

二
、	

那
覇
の
川
口
出
る
時
は　

舟ふ
な

子こ

勇
ん
で

	

矢や

帆ほ

を
上
げ
る　

風
を
ま
と
も
に　

午う
ま

未ひ
つ
じ（
ハ
イ
ヤ　

ハ

イ
ヤ
）

三
、	

那
覇
を
出
て
か
ら
三
日
な
る
が

	

も
は
や
山
川　

走
り
込
む
（
ハ
イ
ヤ　

ハ
イ
ヤ
）

唐
人
踊

ニ
ッ
ポ
ン
ナ　

キ
ツ
ネ　

タ
バ
コ
デ
ワ　

ソ
ウ
ジ
ン

ソ
ー
ラ
レ
ル　

モ
ウ
テ
ン
ヨ
ー　

モ
ウ
テ
ン
ヨ
ー

カ
ミ
ノ
ハ
ワ
イ　

イ
ヨ
イ
チ
リ
テ

ナ
ナ
ヤ
ワ
キ
ャ
ク
ナ
ー
カ
（
ヤ
ー
ソ
ー
ラ
イ
）

サ
ン
ダ
ー
ツ
ウ
シ
オ　

ツ
ン　

ネ
ヘ
テ

ア
コ
ノ　

シ
ン
キ
イ
ヤ　

ソ
イ
ジ
ャ
ガ　

オ
キ
ョ
ヒ
ド
ノ

ソ
イ
ジ
ャ
ガ　

メ
シ
タ
バ
コ　

ヤ
ー
ハ
ー
ケ
サ
ネ

キ
ャ
ク
ー
ノ
オ
ン
ヂ
ャ
ヤ　

ハ
ハ
ン
ハ
ン
（
ヤ
ー
ソ
ー
ラ
イ
）

カ
ー
カ
ー
ガ
ー
ル
モ　

ソ
ー
ク
ー
ニ　

ソ
ラ

ズ
モ
メ
ノ　

カ
ネ
ガ
ワ
イ
コ
チ
ゴ
タ　

オ
ワ
イ
ゴ
テ

テ
ン
ノ
ー
ホ
イ　

イ
ヨ
モ
ン
ド
ー
ロ
ー
ヤ

イ
コ
メ
ン
ヂ
ャ
ー
ア　

ク
ン
ク
ン
ク
ン
ク
ン

イ
ヨ
モ
ン
ド
ー
ロ
ー
ヤ
イ
コ
メ
ン
ヂ
ャ
ー　

ク
ン
ク
ン
ク
ン
ク
ン

イ
ヨ　

サ
ン
キ
レ
テ　

ナ
ナ
ヤ
ハ　

ハ
チ
レ
ニ
ー
ル
（
ヤ
ー
ソ
ー

ラ
イ
）

ニ
ン
ジ
ン　

ソ
ー
モ
ン　

テ
ン
ト
ー
ホ

ア
コ
ノ　

ツ
ン
チ
ン
ホ
ー
（
オ
ー
ハ
イ
レ
）

デ
ン
シ　

デ
ン
キ
イ
ク　

ア
コ
ノ　

オ
ヒ
ハ
ヒ
ホ

ソ
イ
ヂ
ャ
ガ　

ゼ
ヒ
ハ
ヒ
ホ　

ヤ
ー
ハ
ー　

コ
レ
ナ

ア
ノ
オ
テ
シ
ン
キ　

ヤ
ハ
ハ
ン
ハ
ン
（
ヤ
ー
ソ
ー
ラ
イ
）

チ
ャ
オ
キ
ン　

ヨ
ー
キ
ン　

サ
ン
ギ
ン
チ
ヨ　

ソ
ラ

ツ
レ
ヨ
テ　

ナ
ナ
ヤ
ハ　

ソ
シ
レ　

ゴ
テ
テ
ン
ノ
ホ
イ

イ
ヨ
ノ
ー
ハ
ー
ワ　

ノ
ー
ハ
ー
フ

ア　

フ
ン
フ
ン
フ
ン
フ
ン　

イ
ヨ　

フ
ー
フ
ー
ノ
ー

フ
ー
ノ
ワ
フ　

フ
ン　

フ
ン　

フ
ン　

フ
ン

鹿
児
島
館
の
歌

一
、
鹿
児
島
の
館
は
心
よ
い
館　

お
盃
た
も
る
よ

	

お
さ
あ
づ
き
ゅ　

レ
イ
ヤ
レ
カ
ア
ア
ー　

カ
タ
ロ
ー
ヨ
ー

	

ハ
レ
ヨ
ー　

ネ
ー

二
、
朝
寝
し
い　

起
き
い
ー
て
ヨ
ー　

ツ
ツ
ガ
ヨ
ー　

水
見
れ

ば
ヨ
ー

	

わ
が
お
顔
の　

ソ
ラ　

鼻
が
ヨ　

オ
サ
ハ
ル

	

シ
ン
ヤ
レ
ヨ
ー
ウ　

不
思
議　

ハ
ン
ヨ
ー
ホ
ネ

歌
上
げ

キ
ヨ
ウ
ノ
オ
ッ
チ
エ
ノ　

オ
ス
ミ
エ
ノ　

デ
ン
ワ
ハ
レ

カ
ッ
バ
ガ
ソ
サ
ヨ
ヤ
ー　

ヨ
ケ
ン
ソ
サ
ツ　

ナ
ー
カ
ン
ヅ
ュ
ク
ソ　

イ
ン
イ
ン
イ
ン　

モ
ウ
タ
サ
ン

ワ
ー
セ
ン
ヅ
ー
ク
ソ　

イ
ン
イ
ン
イ
ン　

モ
ー
タ　

ハ
レ
ナ
セ
ン

バ
ー
イ

ラ
ラ　

ア
ー
ホ
イ　

イ
ヨ
ナ
ン
セ
ン　

バ
イ
ラ
ラ　

ツ
ー
ヨ
ー
ノ

タ
ワ

セ
ッ
カ
イ
ヂ
ャ
サ
ツ　

オ
ダ
ワ
ン
キ
ョ
ウ
ヨ
ン
ザ
ン
ケ
ッ
ヂ
ャ

ハ
レ
ワ
カ
ン
ザ
ン
ジ
ッ
ト
ッ
ヂ
ャ

ハ
レ
ワ
イ
サ
カ
ヂ
ャ
ホ
イ　

サ
カ
ヂ
ャ
ホ
イ　

サ
ン
サ
カ
ソ
サ

恵
比
須　

大
黒
ヂ
ャ　

ハ
ン
ワ
フ
ル
フ
ダ

オ
サ
ム
サ
ン
ニ
ャ
ー
ガ
ソ
ン
テ
バ

ソ
ウ
ジ
ン
ソ
ウ
ラ
レ
ヨ
ー　

モ
ー
テ
ン
ヨ　

モ
ー
テ
ン
ヨ

戻
り
歌

一
、	

明
日
は
発
つ
発
つ　

鹿
児
島
を
発
つ
が

	

も
は
や
桜
島　

あ
と
に
見
る
（
ハ
イ
ヤ　

ハ
イ
ヤ
）

二
、	

佐
多
の
岬
の
お
庭
の
蘇
鉄

	

花
は
咲
か
ど
ん
か
い　

葉
が
見
事
（
ハ
イ
ヤ　

ハ
イ
ヤ
）

三
、	

も
の
の
見
事
は　

那
覇
の
町

	

黒
い
物
売
り　

紺
地
売
り
（
ハ
イ
ヤ　

ハ
イ
ヤ
）

四
、	

も
の
の
見
事
は　

那
覇
の
町

	

白
い
物
売
り　

オ
カ
ベ
売
り
。

（
か
っ
こ
内
は
、
踊
り
手
の
掛
け
声
）

※
戻
り
歌
の
四
の
歌
詞
は
、
平
成
27
年
度
時
点
で
は
、
唄
わ
れ
て
い
な
い
。

どこに行けば見られるの？ステップ

5

傘と扇子を持つ踊り手を先頭に、太鼓・拍子
木・笛を持つ踊り手の順番で入場する。

傘と扇子を持つ踊り手は鉦に、笛を持つ踊り手はウチワにそれぞ
れ持ち替えて踊られる。

出立ちの歌と同じ道具に持ち替えて、踊ら
れる。

　 さあ、いよいよ本番！

　　一緒に楽しみましょう！
ステップ

4

光明寺の境内では地区住
民が餅をつき、踊り手や見
学者にふるまわれる。

50 51

郷
土
芸
能

宮
ノ
前
唐
人
踊
り

．．．
 

今

．．
 

．．
 

．．
 

．．
 

．．
 ．

 
．．
 

•• ••• ．．．．．今

•• ••• ．．．．．今

． ． 



伝統行事
でん ぎょう じとう

　枚聞神社は、「薩摩一の宮」と
して、古来朝廷からの尊崇が厚
く、薩摩藩主島津家からも厚い
崇敬を受けた神社である。本殿

は鹿児島県有形文化財に指定されているほか、
宝物殿には、国指定重要文化財（旧国宝）である

『松梅蒔絵櫛笥附属品竝目録共　一合』が保
管され、一般公開されている。これは、室町時代
の化粧箱で、高貴な女性の持ち物と推察されて
いる。

★
指
宿
ま

るごと博物
館
★

ミニ
情報

薩摩一の宮　枚聞神社 国指定重要文化財
『松

ま つ う め ま き え く し げ ふ ぞ く ひ ん な ら び に も く ろ く と も

梅蒔絵櫛笥附属品竝目録共　一
いち

合
ごう

』

　枚聞神社のほぜ祭は、薩摩地
方の大行事といってもよいほど知
られていて、ほぜ祭では、様々な
出店が並び、農機具や衣類、家財
道具等を買う大人たちや、玩具や
お菓子を買う子どもたちで賑わっ
ていたと記されています。現在
でも、その様子は変わらず、毎年
多くの人で賑わうことからも、ほ
ぜ祭が指宿市はもとより、多くの
人々から愛されていることがわか
ります。

　枚聞神社によると、島津斉興公（島
津家第27代当主・薩摩藩の第10代藩
主）がまとめた『三国名勝図会』に枚聞
神社の御神幸祭の様子が描かれてい
ることから、ほぜ祭の歴史は200年以

上続いていると言われている。
　10月14日に前夜祭、15日に例大祭、16日に御神
幸祭と豊年相撲が行われる。

由来・
エピソード

薩摩一の宮

枚
ひら

聞
きき

神
じん

社
じゃ

ほぜ祭
薩摩一の宮枚聞神社

52 53

伝
統
行
事

枚
聞
神
社
ほ
ぜ
祭

゜

窮

*~見どころ *f.

a
 

，
 

A
 

＂̀ 
'~ 

．．
 

． 



だれが守り伝えているの？ステップ

1 例大祭を見てみよう

前夜祭を見てみよう

ステップ

3

ステップ

2

　枚聞神社ほぜ祭では、前夜祭、
例大祭、御神幸祭が３日間に渡っ
て執り行われる。
　前夜祭では枚聞神社に古くか
ら伝わる『神舞』が市青年団員に
より奉納される。
　例大祭では、氏子や参列者が
玉串を捧げ、地域の安全や五穀
豊穣をお祝いする。
　御神幸祭では、お神輿が開聞
地域にお出かけになり、神

し ん め

馬や猿
田彦、地域の奉仕者が随行し、開
聞地域をご覧になる。稚児行列
も御神幸祭に加わり、多くの地域
住民が枚聞神社のほぜ祭に参加
して、盛り上げている。

　例大祭では、枚聞神社の神職が神事を執り行う。本殿の御
み

扉
とびら

が開かれ、お供え物の米
や塩、酒、野菜などが供えられる。宮司や献

けん

幣
ぺい

使
し

、氏子や地域の役員などが玉串を捧げ
る。また、神舞も奉納される。

　前夜祭で奉納される『神舞』では、古くから伝わる鬼神面が使用され、かがり火が焚か
れる神秘的な雰囲気で奉納される。

浦
うら

安
やす

の舞
まい

（鈴） 天
あめのうずめのみことのまい

鈿女命之舞
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↑
至
池
田
湖

↑
至
池
田
湖 ★

至指宿→至指宿→
←至知覧←至知覧

開聞駅開聞駅

226
開聞十町開聞十町

開聞庁舎前開聞庁舎前

28

指宿市役所
開聞庁舎
指宿市役所
開聞庁舎

枚聞神社前枚聞神社前

枚聞神社枚聞神社

AコープAコープ

どこに行けば見られるの？ステップ

6
◎場　所：枚聞神社
◎時　期：毎年10月14日～16日

御神幸祭・稚児行列を見てみよう 豊年相撲を見てみようステップ

4
ステップ

5

　御神幸祭は、「デバイ」と呼ばれている。神
み こ し

輿に御神体を移し、猿田彦と共に氏子や巫
女たちが、十町東部、十町西部、仙田・上野、川尻の４地区を輪番に巡幸する。御神幸先
である旅所に神輿が到着すると着輿祭が執り行われ、玉串奉奠が行われる。

　豊年相撲では、大人や学生の相撲に先立ち、その年に生まれた赤ちゃんが、健康に健
やかに育つようにと、頭にねじり鉢巻きを巻き、名前の付いた前掛けをつけて土俵入り
をする。
　また、小学生相撲では友達の応援に熱が入る。

稚児行列が行われ、稚児衣装を身に着けた子ども達が保護者と一緒に街中を歩く。
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伝統行事
でん ぎょう じとう

　枚聞神社によると、神舞
は３３番あり、かつては夜通
し舞われていたという。そ
のことを物語るように、枚

聞神社の宝物殿には、神舞で使われたと
考えられる衣装と２４枚の面が保管されて
いる。「南方之舞」「中央之舞」「天鈿女命之
舞」で舞手がつける面は、この宝物殿に保
管されている面を使用している。

★
指
宿
ま

るごと博物
館
★

ミニ
情報古くから薩摩一の宮に伝わる神舞奉納。

五穀豊穣や地域の安泰を祝い，荘厳に舞う。

薩摩一の宮

枚
ひら

聞
きき

神
じん

社
じゃ

神
かん

舞
まい

奉
ほう

納
のう

神舞保存会

　枚聞神社の神舞は、女性が舞う「浦
うら

安
やす

の
舞
まい

」と男性が舞う「剣
つるぎ

之
の

舞
まい

」「南
なん

方
ぽう

之
の

舞
まい

」「中
ちゅう

央
おう

之
の

舞
まい

」「天
あめのうずめのみことのまい

鈿女命之舞」があります。刀や
扇子、鈴などを使って激しく、そして力強く
舞う男性の舞と、優雅で穏やかに舞う女
性の舞が、次々と奉納されます。

　毎年10月14日の夜7時から、枚聞神社ほぜ祭の前夜祭として「神舞」が奉納され
る。かつては、神社の氏子が舞手となり奉納していたが、後継者不足となり、昭和50
年代から当時の開聞町青年団が受け継いだ。現在も、青年団員が中心となり、若手の
指宿市役所職員らが継承活動に取り組んでいる。

由来・
エピソード
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［衣装］毛
け

頭
がしら

、羽
は

織
おり

、帯、袴
はかま

、白
しろ

足
た

袋
び

［道具］刀、神
か ぐ ら す ず

楽鈴、たすき
［楽器］太鼓、龍

りゅう

笛
てき

【剣
つるぎ

之
の

舞
まい

（鬼
き

神
じん

之
の

舞
まい

）】

だれが守り伝えているの？ステップ

1 舞の道具や衣装は？

楽器を見てみよう

ステップ

4

練習風景を見てみようステップ

2

ステップ

3

先輩から後輩へと神舞の所作が受け継がれていく。

　「神舞保存会」は、指宿市青年
団連絡協議会開聞支部の会員が
中心となり、保存継承活動に取り
組んでいる。会員は、市内の若者
が中心で、神舞の保存継承のほ
か、清掃活動やクリスマスイブの
夜にサンタクロースに扮して家庭
を訪問したり、節分の日に保育園
や児童館に鬼役で訪問したり、地域の子どもたちとのふれあい活動や地元の活性化に
取り組んでいる。神舞の指導には、青年団OBも協力し、伝統継承の一翼を担っている。

1 篳
ひち

篥
りき

　　2 龍
りゅう

笛
てき

3 神
が ぐ ら ぶ え

楽笛　4 太
たい

鼓
こ

・バチ

男性が舞う神舞では龍笛
と太鼓を、女性が舞う浦安
の舞では篳篥と神楽笛が
それぞれ使われる。

1

2
3

4

［舞の特徴］面をつけず、祭文はない。舞の中で、でんぐり返しに似た動きが２回あり、
１回目は両手で、２回目は片手で体を支えているため、練習が必要な動きである。
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【南
なん

方
ぽう

之
の

舞
まい

】 【浦
うら

安
やす

の舞
まい

（扇）】

［衣装］毛
け

頭
がしら

、面、猿
さる

田
た

彦
ひこ

の衣装、帯、白
しろ

足
た

袋
び

［道具］扇子（右手）
［楽器］太

たい

鼓
こ

、龍
りゅうてき

笛

［衣装］髪飾り、千
ち は や

早、白
びゃくえ

衣、緋
ひばかま

袴、白
しろ

足
た

袋
び

［道具］扇
［楽器］篳

ひち

篥
りき

、神
か ぐ ら ぶ え

楽笛、太
たい

鼓
こ

［祭文］ゆるぐとも　よもやおきしの
かなめいし　鹿

か

島
しま

の神
かみ

の
あらんかぎりは

［舞の特徴］枚聞神社の神舞で最も彩り
が豪華な衣装。祭文の後半で、突如後ろ
を振り向き走り出すため、観客から驚き
の歓声があがる。

［歌詞］天
あめ

地
つち

の　神にぞ祈る朝なぎの　
海のごとくに　波たたぬ世を

［舞の特徴］扇の舞は、優雅で穏やかに舞
う。扇にあしらわれた飾りが、舞う動きに
合わせてふわりと揺れ、優雅さを際立た
せる。
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【中
ちゅう

央
おう

之
の

舞
まい

（鬼
き

神
じん

之
の

舞
まい

）】 【浦
うら

安
やす

の舞
まい

（鈴）】

［衣装］毛
け

頭
がしら

、羽
は

織
おり

、帯、袴
はかま

、白
しろ

足
た

袋
び

［道具］刀、神
か ぐ ら す ず

楽鈴、たすき
［楽器］太

た

鼓
こ

、龍
りゅうてき

笛

［衣装］髪飾り、千
ち

早
はや

、白
びゃく

衣
え

、緋
ひ

袴
ばかま

、白
しろ

足
た

袋
び

［道具］鈴
［楽器］篳

ひち

篥
りき

、神
か ぐ ら ぶ え

楽笛、太
たい

鼓
こ

［祭文］神々の　天
あま

の逆
さか

鉾
ほこ

　振る時は　
乱れし鬼も　かなわざりけり

［舞の特徴］舞は、剣之舞と似ている。祭
文があり、天に向かって剣を突き刺すよ
うな動きがあり、中央之舞の最高潮とも
言えるシーンである。

［歌詞］天
あめ

地
つち

の　神にぞ祈る朝なぎの　
海のごとくに　波たたぬ世を

［舞の特徴］鈴と鈴から垂れた五
ご

色
しき

布
ぬの

を
使い、優雅に舞う。舞の随所で鈴を鳴ら
し、舞に華やかさを添える。
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↑
至
池
田
湖

↑
至
池
田
湖 ★

至指宿→至指宿→
←至知覧←至知覧

開聞駅開聞駅

226
開聞十町開聞十町

開聞庁舎前開聞庁舎前

28

指宿市役所
開聞庁舎
指宿市役所
開聞庁舎

枚聞神社前枚聞神社前

枚聞神社枚聞神社

AコープAコープ

【天
あめのうずめのみことのまい

鈿女命之舞】

［衣装］毛
け

頭
がしら

、面、羽
は

織
おり

、帯、袴
はかま

、白
しろ

足
た

袋
び

［道具］扇子（左手）、鈴（右手）
［楽器］太

たい

鼓
こ

、龍
りゅう

笛
てき

どこに行けば見られるの？ステップ

5
◎練　習：	場所／枚聞神社　参集殿
　　　　	 時期／毎年９月上旬から１０月中旬
◎本　番：	開聞郷土芸能祭／開聞総合体育館　サブ

アリーナ（９月第１日曜日）
	 枚聞神社　前夜祭／枚聞神社　境内

（１０月１４日）
	 枚聞神社　例大祭／枚聞神社　拝殿

（１０月１５日）

［舞の特徴］舞は単調で、常に鈴を鳴らし
ながら賑やかに舞う。舞の途中で約４分
間、祭

さい

文
もん

を暗唱す
る。神舞を締めく
くる舞で、優雅で
賑やかに舞う。

［祭文］千
ち は や ふ る

磐耶経神の教えか鈴の声、今煕
よろこび

を告げてまいらん。素
すさのおのみこと

盞鳴命天照大神の位を
奪わんとし給いては、天照大神、天の岩戸に堅くこもらせ給うが故、天

あめのした

下闇となり、日月
の光を失い見ることなし。八百万の神等、天に仰

あらな

き地に伏し悲しみ給いしは限りなし。神
人の歌に曰く、天照大神の光を偲びては八百万の神々涙ぐみけん。吾

あが

天照大神の秘曲
を探し給うとて天のかぐやまの土をとり御形を鏡にうつし奉らん。夫れ初めの鏡にきず
付き出でければ、是きず付けたる鏡とて紀伊の国の日

ひのくま

前の明
あきつかみ

神と祝奉るなり。第二番目
に鋳たる鏡は、手

た ぐ さ き

草木を守る木にて岩戸の前に捧げ給う。夫、上枝には青き玉を掛け天
の色をも表したり。中の枝には件

くだん

の鏡を掛け天照大神の御形を表し、下の枝には五色の
幣
に ぎ て

帛を掛け草木国土の色をも表したり。その時、天鈿女命まさかきをかつらとし、ひかけ
を襷とし左の御手にはおけらのきささをもち、右の御手にはさなぎの鈴を取りえらくを
なし給う。歌の声笛鼓の音、岩戸に響きて天照大神、岩戸を細めに開け給う。御光鏡に
うつり御容向を成給う。
天照大神の御詠歌に曰く「青幣帛　たくさの枝をとりかざし　歌えばあくる　天の岩戸
かな」
この所に宮人のましまさば、秘曲の神楽を奏し奉るなり。
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湯権現
西方1408	 市指定

ソテツ自生地
山川福元区・浜児ヶ水区	赤水鼻	 国指定

弥次ヶ湯古墳
十二町97-1他	 市指定

小川六地蔵幢
山川小川	 市指定

モクヨ山六地蔵塔（仙田室屋）
開聞仙田1444	 市指定

おおうなぎ群せい池
池田（池田湖）	 市指定

殿様湯跡
西方1408	 市指定

上西園のモイドンなど民俗神
東方2310-1	 市指定

上野神社周辺供養塔群
開聞上野1963他	 市指定

　殿様湯の南側にある湯権現は、
濵𥔎家第５代の太左衛門が創建し
た。権現とは、仏が日本の神に姿を
変えて現れること。「湯権現」という
名前は、温泉のさまざまな効き目が
神仏の力によるものという信仰の
表れであろう。湯権現の鳥居は異
常に小さい。昔の人が小さかった
からではない。くぐる人は必ず頭を
下げなければならないように、作ら
れたのだ。また、建立した太左衛門
の身長と同じ高さとも言われてい
る。

　竹山や赤水鼻は、大隅半島の佐
多・内之浦とともに鹿児島県のソテ
ツ自生地の北限として知られ、国
の天然記念物に指定されている。
ソテツ類は、古生代末から中生代、
“恐竜の生きた時代”に最も栄えた
裸子植物。現世のものは「生きた
化石」とも言われる。その成長は遅
く、１年に１ｃｍほどしか伸びないた
め、肥沃で平坦な土地では他の植
物との競争に勝てない。そのため、
他の植物が生育できない岩や崖に
生えるという。

　弥次ヶ湯古墳は、国内最南端の
古墳。５世紀後半〜６世紀前半のも
のと考えられる。円墳で、墳丘の直
径は約18m、周りを巡る溝の幅は
約２mを測る。弥次ヶ湯古墳の発見
までは、川内川より南の薩摩半島
は古墳の「空白地帯」と考えられて
おり、土こう墓(土葬の墓)が主流と
見られていた。この発見で日本の古
墳の分布が薩摩半島の南端まで広
がることが判明したのだ。現在は、
保存のために埋め戻され、弥次ヶ湯
団地の中の公園となっている。

　小川の六地蔵幢は天文22年
（1553）に作られたもの。六地蔵
幢は、六種類の地蔵が六道（地獄
道、餓鬼道、畜生道、修羅道、人間
道、天道の６つの世界）を輪廻転生
するすべての生きものを救うとす
る説から生まれたもので、室町時代
に多く造られた。小川の六地蔵幢
には、豪族と思われる法名「雲心浄
秀上座」とその妻が生きている間の

「現世安穏」と死後の「安楽国への 
往生」を願った文章、そして天文22
年（1553）の年号が刻まれている。

　そうめん流しで有名な唐船峡
近くには、むくろじの大木の林が
あり、古くから「モクヨ山」と呼ば
れている。この山には、天正10年
(1582)に建てられた高さ２mの六
地蔵塔と数基の五輪塔、１基の板
碑がある。六地蔵塔には、頴娃城に
いた平姓池田対馬守が、天正８年
(1580)に急死した次男、新三郎の
成仏を願って供養したという碑文
が刻まれている。

　九州最大の湖、池田湖には、お
おうなぎが生息している。おおうな
ぎは海で産卵し、生まれた稚魚は、
川を遡って親が住んでいた場所に
帰ってくるという。しかし、池田湖
から海に注ぐ川は、明治９年に新川
ができるまでなかったのだ。いつご
ろから池田湖に住んでいるのかは
定かではないが、昭和25年度の調
査では生息が確認されている。

　現在残っている殿様湯跡は、天
保２年(1831)に第10代薩摩藩主
島津斉興によって二月田に設けら
れたものだ。浴槽は、お湯が４つの
湯つぼを次々に回って適温になる
ように工夫されている。名君島津
斉彬もこの温泉別荘が気に入った
のか、度々利用している。弘化３年

（1846）、斉彬がここに滞在中に
火事が起き、濵﨑家に避難したと
の記録が残っている。実は、斉彬が
花火を作らせる実験をしていて、失
火した模様だ。

　モイドンは、「森」に「殿」という敬
称をつけたもので、森神という意
味。その神体が樹木であることが
特徴だ。指宿は県下で最もモイドン
が多く、40近い例がある。その一
つ、上西園のモイドンは東方道上に
ある。このモイドンの依代はアコウ
で、直径が２m余りの巨木。古くは、
血のつながった同族集団の神とし
て祀られていたとする説が有力だ。

　上野神社周辺には、「上野どんの
墓」と呼ばれる百数十の供養塔群
がある。供養塔群の中心には、比翼
塚(愛し合って死んだ男女を一緒に
葬った塚)ともみられる２墓の宝塔
があり、周囲には五輪塔や板碑等
が並べられ、丘をつくっている。　

供
養

　薩摩半島最南端の指宿

には、古来よりあらゆる地域

から文化が伝わり、守り伝

えられている。

　市内各地で、さまざまな

祈りの形を見ることができ

る。

自
然

　「火山銀座」と呼ばれる

ほど指宿には多くの火山

がある。10数万年間にお

よぶ火山活動による火山

地形は名勝地となり、そこ

には多種多様な動植物が

息づいている。

建
造
物

　自然豊かな指宿では、

「木の文化」と「石の文

化」が成熟し、造形豊かな

建造物が築かれている。

　歴史ある個性豊かな建

造物が楽しめる。
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生
産

地
名

信
仰

　豊かな自然に囲まれた

指宿では、清水流れる水

田や水はけの良い火山性

噴出物が厚く積もる畑など

が広がる。

　石造等には、先人達の

労力や知恵、豊作の祈り

が感じられる。

　指宿には、地形や土地

利用にちなんだ地名が数

多く残されている。

　指宿の歴史・文化を知

る上でも地名は大切であ

り、温泉豊かな指宿を表す

「湯豊宿」のある板碑は

必見である。　

　明治時代初めの廃仏毀

釈により、市内の寺院や仏

像が壊された。その中で、

地域住民の手により、難を

逃れた仏像や石像が、現

在も大切に守り伝えられて

いる。

　信仰を守る当時の純粋

な心が垣間見られる。

前田利右衛門墓石
山川岡児ヶ水	 市指定

指宿光明禅寺の木造阿弥陀如来立像
十町2768(光明禅寺)	 県指定

馬頭観音
池田小浜	 未指定

成川板碑
山川成川井手方	 市指定

久保庵上の方柱板碑
西方8208	 市指定

方柱板碑を中心とする民俗神群
新西方455	 市指定

尾下の田芋田
山川利永	 市指定

田の神石像
山川成川下原	 市指定

木造千手観音坐像
十二町2549	 市指定

　山川岡児ヶ水に生まれた利右
衛門は、さつまいもを普及させた
人物として有名だ。南島航路の船
員であった利右衛門は、宝永２年
(1705)、琉球からさつまいもを持
ち帰った。そして自分で栽培したの
ち、一軒一軒に栽培の方法を伝えて
回ったそうだ。さつまいもは多くの
人々の命を飢饉から救ったという。
明治30年には、その功績をたたえ
て徳光神社が建立され、利右衛門
は「玉

たまかずらおおみけもちのみこと
蔓大御食持命」として祭神と

なった。

　南迫田地区の光明禅寺には、木
造阿弥陀如来立像が保管されてい
る。鎌倉時代中期に慶派の仏師に
より彫られたとされる。明治時代、
県内では廃仏毀釈の嵐が吹き荒れ
た。この如来立像も、壊され焼かれ
る直前に、地元の若者に助けられ
た。しかし、近年、如来立像のいた
みが激しくなったため、修復が行
われ、仏像は彫られた当時の姿に
戻った。

　池田には、名馬「池月」の伝説が
ある。「昔、池田湖の畔にすばらし
い親子の馬がいた。馬の噂は鎌倉
に届き、子馬は召されていった。「池
月」と名付けられた子馬は、頼朝の
乗馬とされた。子馬は、「宇治川の
先陣争い」にも加わるなど活躍し
た。一方、残された母馬は、子馬を
探し求め池田湖へ。湖面に映った自
分の姿を我が子と間違えて飛び込
み、命を落としてしまった。あわれに
思った村人たちは、母馬の霊を祀る
ために観音様を祀ったという。今で
も、母馬の命日とされる１月には例
祭が行われている。

　板碑とは、仏像や仏教に関する
文字を刻んだ石塔のこと。鎌倉時
代に関東で誕生し、武士の移住に
伴って全国に広まった祈りの形だ。
成川板碑のある高台は、昔、成川
を治めていた鎌田氏の居城跡と伝
えられ、今でも空堀が残る。板碑に
は、“西国三十三か所観音霊場”を
巡礼したことが刻まれている。群
雄割拠の戦国の時代に、遠く近畿
まで参拝した信仰の深さが偲ばれ
る。

　正面をみると、禅宗の悟りのシ
ンボル「○」の中に「妙」の文字が刻
まれている。碑文には「松尾城の城
主である津

つまがりみののかみ
曲美濃守が、天文16年

（1547）2月20日から大みそかま
での間、僧侶10人に法華経の経典
千部を全部読ませたので、この供
養で子孫は安らかに楽しく暮らす
ことができる」との内容の文章が刻
まれている。当時、仏教が領主層の
間に広まっていたことがうかがえ
る板碑だ。　

　渡瀬公民館の敷地内には、天文
14年（1545）に造られた方柱板碑
がある。板碑の正面には５体の仏
の名が刻まれている。不動明王、釋
迦牟尼佛、摩利支尊天、文殊師利
菩薩、青面金剛である。他には、明
和７年（1770）と天明４年（1748）
に建てられた庚

こう
申
しん

塔
とう

、明治24年の
早
はや

馬
うま

殿
どん

、年代が不明の田の神様が
残っている。渡瀬集落での信仰の
歴史が凝縮した石塔群である。

　尾下地区では、「田芋」という里
芋によく似た芋が栽培されている。
田芋は水田のような水のあるとこ
ろで栽培され、小芋ではなく親芋を
食べるのが特徴。田芋は熱帯性タ
ロイモの仲間で、種子島以南の南
の島々に広く分布する。サツマイモ
の伝来以前は、南西諸島の人々の
主食であったといわれる。かつて
は、新永吉や成川でも栽培されて
いたが、現在では尾下集落だけに
残されている。

　明和８年(1771)、成川下原の二
才中（15、6歳〜24、5歳の青年達）
が造ったものと伝えられる。短い袖
の上着にたすきを掛け、下着は裁
着けばかまを着けている。右手に
は小さなしゃもじ、左手にはだんご
のようなものをのせている。均整の
とれた安定感のあるこの石像は、
古い田の神像の南限を示すもの
だ。

　十二町小田の大円寺跡と推定
される墓地の一角に安置されてい
る。廃仏毀釈の際、村の青年達の
手で持ち出され、隠されていたた
め、壊されずにすんだという。現在
も大切に保管され、地元の人々に
信仰されている。千手は慈悲の広
大を示すという。今でも人々に慈悲
を差し伸べている。
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政
治

　中世・近世における指宿

は、指宿氏をはじめ、頴娃

氏、島津氏等が治めてき

た。

　子孫繁栄や武運、先祖

供養など様々な願いを込

めた為政者の祈りが感じら

れる。

風
習

　指宿は「古い風習や行

事が残されている」と言わ

れている。各地域で継承さ

れてきた風習にふれてみる

と、古き時代の精神性を感

じることができる。

第八代濵﨑太平次正房墓
湊２丁目4-1他	 市指定

板碑（湯豊宿）
十町2768(光明禅寺)	 市指定

今和泉島津家墓地
岩本麓	 市指定

今和泉島津家伝来の手水鉢
岩本2744	 市指定

桜井神社木像銘文
山川大山3339	 市指定

利永の力石
利永集落センター（山川利永468）	市指定

興玉神社（九玉大明神）の棟札
開聞仙田	 市指定

　第８代濵﨑太平次は、文化11年
(1814)、湊を拠点とした （ヤマ
キ）という商家に生まれた。薩摩藩
の後ろ盾もあって造船業や海運業
で活躍。日本最大級の船団を率い
て巨万の冨を築き、調所笑左衛門
の右腕として、薩摩藩の財政再建
に大きな役割を果たした。文久3年
(1864)、大阪で客死。現在、墓は
湊公園内に残されている。

　光明禅寺に残る板碑。天文12年
(1543)に建立。表面に「湯豊宿」と
刻まれている。この板碑は指宿の
地名の由来だといわれるが、事情
がちょっとちがう。指宿は、鎌倉時
代の初めから「揖宿」と表記されて
いた。「いぶすき」の地名の由来は、

「湯豊村」とされ、板碑に刻まれた
のと同じ意味だ。しかし、後にも先
にも「湯豊宿」と表記したのは、この
板碑を作らせた津曲兼任の時代の
みである。

　 今 和 泉 島 津 家 は 、延 享 元 年
(1744)、島津家の跡継ぎが途絶え
ぬよう設けられた「一門家」のひと
つ。今和泉島津家墓地には、初代
の忠郷から忠温、忠厚、忠喬、忠剛

（篤姫の父）、忠冬（篤姫の兄）まで
の６代の殿様とその奥方が祀られ
ている。14基の墓と100基あまり
立ち並ぶ灯籠は、この地を治めた
殿様の威厳を今日に伝えている。

　今和泉島津家屋敷は、宝暦４年
(1854)、初代の忠郷が建てさせた
ものである。推定される敷地面積
は、約4300坪にも上る。言い伝え
では、屋敷には巨大な門があり、屋
敷内には石庭があったという。今
和泉小学校の海岸側には当時の石
垣の一部や松林（隼人松原）が、校
庭には井戸が残っている。今和泉
島津家伝来の手水鉢も、往時を偲
ばせる貴重な文化財である。

　大山にある桜井神社には、クス
の木で造られた男女各一体の木
像が安置されている。男像は高さ
43.8cm、女像は高さ33cm。木像
の背面には、天正６年(1578)の銘
文が書かれている。銘文には、「諸
願成就処」（諸々の願いが成就する
処）という一文と、当時この地を治
めていたとみられる長井播磨守實
正の名前や大山と小川の大宮司衆
(神社での祭祀に奉仕する者)の名
前、そして仏師の名前が記されて
いる。

　その重さ97.6㎏。ちょっとやそっ
とでは動かない。昔、村の青年たち
はこの石を持ち上げ、担ぎ、運び、
力を競うものだった。力石は一つの
通過儀礼。ほぼ米俵ほどの重さの
石を持ち運ぶことは、一人前の証
だったのだ。力石は、戦前には山川
地域でも各集落にあったが、現在
ではほとんどが失われている。現
在では利永集落センター庭に保管
されている。

　興玉神社には、戦国
時代から江戸時代の棟
礼が５枚伝わっている。
最も古いのは、天文5
年(1536)12月20日と
記された棟礼。頴娃氏
第4代兼洪の時代のも
ので、頴娃氏の延命・子
孫繁昌・武運長久・郡内
安全の祈願などが記さ
れている。兼洪の家来
の竹内実通が、大工の
田中左近太夫、鍛冶職
人の上野景勝に命じて
九玉大明神の再建造を
行った時のものだ。今か
ら500年近く前の開聞
地域が、頴娃氏の統治
下にあったことを示す貴
重な資料である。
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